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谷
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藤

村

泰

介

は
じ
め
に

桃
山
時
代
に
活
躍
し
た
絵
師
、
長
谷
川
等
伯
は
熱
心
な
法
華
の
信
者
で
あ

っ
た
。
彼
は
京
都

へ
上
る
前
、
「信
春
」
と
名
乗
り
、
北
陸

地
方
を
中
心
に
絵
師
と
し
て
活
動
し
て
い
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
京
都
で
は
、
ほ
ぼ
同
じ
年
齢
の
狩
野
永
徳
が
衆
光
院
方
丈
の
襖
絵

や
近
衛
家
の
御
座
敷
絵
を
描
き
目
覚
ま
し
い
活
躍
を
し
て
い
た
。
永
徳
に
比
べ
れ
ば
、
若
き
日
の
等
伯
は

一
地
方
絵
師
に
過
ぎ
な
い
、

は
る
か
に
小
さ
な
存
在
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
等
伯
は
京
に
上
り
、
や
が
て

一
派
を
築
い
て
、
永
徳
に
対
抗
し
得
る
ま
で
に
成
長
す
る
。

等
伯
は

「信
春
」
時
代
か
ら
仏
画
、
肖
像
画
、
道
釈
画
、
風
俗
画
、
山
水
画
な
ど
幅
広
い
分
野
の
作
品
を
描
い
た
が
、
中
で
も
仏
画

を
数
多
く
描
い
た
。
優
れ
た
作
品
が
少
な
い
と
い
わ
れ
る
室
町
時
代
以
降
の
仏
画
の
中
で
、
都
か
ら
離
れ
た
北
陸
と
い
う
地
方
で
描
か

れ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
信
春
は
極
め
て
優
れ
た
作
品
を
残
し
た
。

北
陸
地
方
で

一
地
方
絵
師
と
し
て
活
動
し
て
い
た
頃
の
信
春
の
仏
画
作
品
か
ら
、
彼
の
信
仰
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

一
、
信
春
の
略
歴

信
春
は
天
文
八
年

（
一
五
二
九
）
、
能
登
国
七
尾
に
生
ま
れ
た
。
長
谷
川
家
は
染
色
を
業
と
し
、
信
春
の
父
は
名
を
宗
清

（法
名
道
浄
）

と
い
い
、
元
亀
二
年

（
一
五
七

一
）
に
亡
く
な

っ
て
い
る
。
信
春
の
母
の
俗
名
は
不
明
で
あ
る
が
、
法
名
を
妙
相
と
い
い
、
夫
宗
清
と

桂
林
學
業
　
第
十
九
号
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同
じ
く
元
亀
二
年
に
亡
く
な

っ
て
い
る
。

「仲
家
本
長
谷
川
家
系
譜
」
に
よ
れ
ば
、
信
春
の
実
父
は
七
尾
城
主
畠
山
氏
の
家
臣
奥
村
文
之
丞
宗
道
と
い
う
武
人
で
、
祖
父
は
奥
村

宅
之
丞
元
道
で
あ

っ
た
と
い
う
。
ま
た
同
系
譜
に
よ
る
と
、
奥
村
氏
の
縁
故
者
に
奥
村
文
次
と
い
う
染
物
屋
が
い
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
、

信
春
が
奥
村
家
の
家
督
相
続
者
で
な
か
つ
た
た
め
、
縁
故
者
の
奥
村
文
次
の
世
話
で
、
同
じ
染
色
業
の
長
谷
川
家
の
養
子
に
で
た
の
で

は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
て
い
る
「

信
春
が
絵
を
描
き
始
め
た
の
は
、
染
色
業
を
営
む
長
谷
川
家
に
養
子
に
出
た
こ
と
が
大
き
く
関
わ

っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
幼
い
頃
か
ら
、

養
父
の
染
色
の
仕
事
を
傍
ら
で
見
つ
め
、
そ
の
色
彩
や
模
様
に
目
を
凝
ら
し
刺
激
を
受
け
た
こ
と
が
、
信
春
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た

と
想
像
で
き
る
。
そ
ん
な
環
境
が
彼
を
絵
師
の
道
に
導
い
た
の
だ
ろ
う
。

『等
伯
画
説
』
に
よ
れ
ば
宗
清
も
ま
た
等
伯

（信
春
）
と
同
様
に
雪
舟
門
下
の
等
春
に
絵
を
学
ん
だ
と
さ
れ
て
い
る
「

宗
清
の
作
品

は
残

っ
て
お
ら
ず
、
信
春
と
同
じ
よ
う
に
絵
を
専
門
と
し
た
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な
い
。
し
か
し
少
な
く
と
も
染
色
業
を
営
む
に
必

要
な
絵
の
技
術
を
身
に
つ
け
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
祖
父
法
淳
も
絵
画
に
関
心
を
持

っ
て
い
た
よ
う
で
、
京
都
で
能
阿
弥
の

絵
を
見
た
こ
と
を
子
や
孫
に
語
り
伝
え
た
と
い
う
．

二
、
信
春
の
信
仰

等
伯

（信
春
）
が
熱
心
な
法
華
の
信
者
で
あ

っ
た
こ
と
は
、
一尽
都
本
法
寺
と
の
密
接
な
関
係
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
天
正
十
五
年

（
一

五
八
七
）
来
楽
第
造
営
の
た
め
移
転
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
本
法
寺
は
、
日
通
上
人
に
よ

っ
て
復
興
さ
れ
て
い
く
。
こ
の
復
興
に
、
等
伯

は
寄
進
を
行
い
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
列
記
す
る
と
、
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慶
長
四
年

（
一
五
九
九
）
　

エハ
十

一
歳

「本
堂
天
丼
図
」
（天
明
八
年
焼
失
）

「牛
若
弁
系
図
」
（天
明
八
年
焼
失
）

「仏
涅
槃
図
」
寄
進

慶
長
七
年

（
一
六
〇
二
）
　

エハ
十
四
歳

日
蓮
聖
人
御
真
筆

「法
華
論
要
文
五
行
断
簡
」
寄
進

慶
長
八
年

（
一
六
〇
三
）
　

エハ
十
五
歳

日
親
上
人
筆

「曼
茶
羅
本
尊
」
寄
進

慶
長
十
年

（
一
六
〇
五
）
　

エハ
十
七
歳

本
法
寺
客
殿
、
仁
王
門
の
施
主
と
な

っ
て
建
立

こ
の
慶
長
四
年

（
一
五
九
九
）
に
寄
進
さ
れ
た

「仏
涅
槃
図
」
の
裏
に
は
、
日
通
の
筆
に
よ

つ
て
養
父
母
お
よ
び
近
親
者
の
供
養
銘

が
し
る
さ
れ
、
ま
た
日
蓮
聖
人
御
真
筆
の
寄
進
状
の
裏
面
、
そ
し
て
日
親
上
人

「曼
茶
羅
本
尊
」
の
裏
に
も
、
日
通
の
筆
で
養
父
母
の

追
善
を
願
う
こ
と
が
し
る
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
等
伯
の
信
仰
は
六
十
歳
以
降
に
深
ま

っ
た
と
も
言
わ
れ
る
。

し
か
し
等
伯
の
信
仰
は
、
晩
年
だ
け
に
限
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。

石
川
県
七
尾
本
延
寺
に
所
蔵
さ
れ
る

「日
蓮
聖
人
」
木
像

（本
延
寺
）
は
、
高
さ
三
十
九
セ
ン
チ
の
座
像
で
、
胎
内
銘
が
次
の
よ
う

に
し
る
さ
れ
て
い
る
。

長
谷
川
信
春
に
つ
い
て
の
一
考
察
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永
禄
七
甲
子
年
十
月
十
三
日

本
願
　
山
本
孫
八
郎
清
久

彩
色
寄
進
　
長
谷
川
又
四
郎

信
春

奉
開
眼
御
経

一
部

中
山日

周

（花
押
）

順
応
院

こ
の
胎
内
銘
よ
り
、
永
禄
七
年

（
一
五
六
四
）
十
月
十
三
日
に
山
本
孫
八
郎
清
久
と
い
う
人
物
が
願
主
と
な
り
、
信
春
が
彩
色
寄
進

し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
当
時
信
春
は
二
十
六
歳
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
絵
画
以
外
に
も
幅
広
い
活
動
を
し
て
い
た
こ
と
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
。

後
世
に
補
色
が
施
さ
れ
て
い
る
た
め
、
現
在
残

っ
て
い
る
彩
色
は
当
時
の
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
右
袖
の

一
部
に
、
分
厚
い
補
色
が

剥
落
し
た
箇
所
に
金
泥
を
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
、
信
春
の
施
し
た
華
麗
な
彩
色
を
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の

「日
蓮
聖
人
」
木
像
を
所
蔵
す
る
本
延
寺
は
、
能
登
で
の
長
谷
川
家
の
菩
提
寺
で
あ

っ
た
。
同
寺
は
、
文
明
年
間
、
京
都
本
法

寺
開
山
日
親
上
人
が
佐
渡

へ
下
向
し
た
お
り
七
尾
に
立
ち
寄
り
開
創
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
本
延
寺
は
永
禄
七
年

（
一
五
六
四
）
日
賢
上

人
に
よ

つ
て
再
興
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
。

こ
の
再
興
の
時
に
、
信
春
は

「日
蓮
聖
人
」
木
像
の
寄
進
者
の

一
人
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。
絵
師
と
し
て
の
名
を
高
め
る
た
め
で
も

あ

っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
父
親
が
在
世
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
信
春
自
身
が
施
主
と
な

つ
て
菩
提
寺
で
あ
る
本
延
寺
に
寄
進
を
行

っ
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た
こ
と
は
、
彼
の
信
仰
の
篤
さ
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
実
相
寺
に
あ
る

「日
蓮
聖
人
像
」
に
は
、
次
の
銘
記
が
あ
る
。

七
尾
実
相
寺

開
山
日
順

（朱
文
袋
形

「信
春
」
印
）

長
谷
川
十
七
歳
筆

永
禄
九
季
丙
寅
七
月
吉
日

こ
の
作
品
は
、
実
相
寺
が
創
建
さ
れ
た
永
禄
九
年
に
、
開
基
日
順
上
人
か
ら
の
依
頼
に
よ

つ
て
描
か
れ
た
作
品
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
。
日
順
が
信
春
に
依
頼
し
た
の
は
、
信
春
の
絵
師
と
し
て
の
技
量
を
高
く
評
価
し
、
し
か
も
彼
が
熱
心
な
法
華
の
信
者
で
あ

っ
た
か

ら
で
あ
ろ
う
。

三
、
信
春
作
品
に
し
る
さ
れ
る
養
父

「道
浄
」
銘

北
陸
地
方
に
残
さ
れ
る
信
春
作
品
を
年
代
順
に
列
記
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

永
禄

七

年

貧

壬

翁

）

十
二
天
像

日
蓮
聖
人
像

釈
迦
多
宝
如
来
像

二
十
六
歳

石
川

・
正
覚
院

富
山

。
大
法
寺

富
山

。
大
法
寺

長
谷
川
信
春
に
つ
い
て
の
一
考
察
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鬼
子
母
神
十
羅
刹
女
像
　
　
　
　
　
富
山

・
大
法
寺

日
蓮
聖
人
木
像

（彩
色
の
み
）
石
川

ｏ
本
延
寺

永
禄

・ハ
年

（
一
五
六
五
）
　

　

一
一十
七
歳

日
蓮
聖
人
像
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
川

・
実
相
寺

永
禄

九

年

（
一
五
六
六
）
　

　

一
一十
八
歳

三
十
番
神
像
　
　
富
山

。
大
法
寺

永
禄
十

一
年

（
一
五
六
八
）
　

　

一二
十
歳

仏
涅
槃
図
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
川

・
妙
成
寺

元
亀
二
年

（
一
五
七

一
）
　
　
　
一二
十
三
歳

鬼
子
母
神
十
羅
刹
女
像
　
　
富
山

・
妙
伝
寺

年
代
が
明
ら
か
で
な
い
作
品

日
乗
上
人
像
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
川

・
妙
成
寺

愛
宕
権
現
図
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
尾
美
術
館

十
六
羅
漢
図
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
川

。
霊
泉
寺

達
磨
図
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
川

・
竜
門
寺

（妙
成
寺
に
は
等
伯
筆
と
伝
え
ら
れ
る

「日
蓮
聖
人
像
」

き
な
い
）

が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
画
面
の
傷
み
が
は
げ
し
く
、
信
春
作
品
と
断
定
で
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こ
れ
ら
を
見
て
気
づ
く
こ
と
は
、
信
春
時
代
の
作
品
に
仏
画
が
多
い
こ
と
、
そ
の
中
で
も
特
に
法
華
寺
院
の
仏
画
が
多
く
描
か
れ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
作
品
は
繊
細
な
感
性
に
よ

つ
て
、
細
部
ま
で
き
め
細
か
く
描
か
れ
、
豊
か
な
装
飾
性
を
持

っ
て
い
る
。

そ
し
て
興
味
を
ひ
か
れ
る
こ
と
は
、
そ
の
多
く
に
養
父
道
浄

（宗
清
）
の
名
が
し
る
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
作
品
を

列
記
す
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

①
日
乗
上
人
像
　
　
　
　
　
　
石
川

・
妙
成
寺

②
日
蓮
聖
人
像
　
　
　
　
　
　
富
山

。
大
法
寺

③
釈
迦
多
宝
如
来
像
　
　
　
　
富
山

。
大
法
寺

④
鬼
子
母
神
十
羅
刹
女
像
　
　
｛昌
山

。
大
法
寺

⑤
仏
涅
槃
図
　
　
　
　
　
　
　
石
川

。
妙
成
寺

⑥
日
尭
上
人
像
　
　
　
　
　
　
一只
都

。
本
法
寺

↑
日
尭
上
人
像
」
の
み
上
洛
後
の
作
品
）

そ
の

一
つ
一
つ
を
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

①

「日
乗
上
人
像
」
（妙
成
寺
）

こ
の
作
品
は
制
作
年
が
明
ら
か
で
な
い
が
、
朱
文
矩
形

「信
春
」
印
が
捺
さ
れ
て
お
り
、
二
十
六
歳
以
前
の
作
品
と
考
え
ら
れ
て
い

フ

Ｏ

。

日
乗
上
人
は
妙
成
寺

の
開
創
者
で
、
康
暦

二
年

（
一
三
八
〇
）
六
月
二
十
七
日
に
百
十
歳
で
遷
化
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
画
面
に

長
谷
川
信
春
に
つ
い
て
の
一
考
察
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「
二
世
日
乗
」
と
し
る
さ
れ
る
の
は
、
日
乗
が
同
寺
開
山
を
日
像
と
し
、
自
ら
二
世
と
な

っ
た
か
ら
で
あ
る
。

「信
春
」
印
の
傍
に

「道
浄
子
息
」
と
し
る
さ
れ
て
い
る
。
画
面
右
下
に
は

「日
敬
寄
進
」
と
し
る
さ
れ
、
お
そ
ら
く
日
敬
が
信
春

に
依
頼
し
て
制
作
し
た
作
品
と
考
え
ら
れ
る
。

画
面
に
し
る
さ
れ
る
七
字
題
日
、
「令
法
久
住
」
、
コ
一世
日
乗
」
も
日
敬
の
筆
と
見
ら
れ
、
「道
浄
子
息
」
の
文
字
も
そ
の
筆
跡
か
ら

日
敬
の
筆
に
よ
る
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

②

「日
蓮
聖
人
像
」
（大
法
寺
）

こ
の
作
品
に
は
、
信
春
の
筆
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
次
の
落
款
が
あ
る
。

長
谷
川
又
四
郎

藤
原
廿
六
歳
筆

（朱
文
袋
形

「信
春
」
印
）

そ
の
横
に

永
禄
七
甲
子

奉
固
之
者

と
し
る
さ
れ
る
。
ま
た
画
面
右
下
に

「道
浄
」
と
し
る
さ
れ
、
あ
わ
せ
て

「宗
清
」
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
「道
浄
」
の
文
字
は
筆
跡
か

ら
見
て
信
春
の
筆
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

③

「釈
迦
如
来
像
」
（大
法
寺
）

画
面
右
下
に
は

長
谷
川

十
六
歳
筆
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藤
原
信
春

（朱
文
袋
形

「信
春
」
印
）

と
い
う
落
款
が
あ
る
。
画
面
左
下
に

「道
浄
」
と
し
る
さ
れ
、
あ
わ
せ
て

「宗
清
」
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
「道
浄
」
の
文
字
は
筆
跡
か

ら
見
て
信
春
の
筆
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

④

「鬼
子
母
神
十
羅
刹
女
像
」
（大
法
寺
）

画
面
左
下
に
は

永
禄
七
甲
子
奉
国
之
日
恵

（朱
文
袋
形

「信
春
」
印
）

と
い
う
落
款
が
あ
り
、
画
面
右
下
に
は

「宗
清
」
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。

⑤

「仏
涅
槃
図
」
（妙
成
寺
）

画
面
右
下
に

「長
谷
川
」
印
、
「信
春
」
印
が
捺
さ
れ
、
そ
の
下
に

「片
才
」
と
し
る
さ
れ
る
。
画
面
左
下
に
は

「宗
清
」
印
が
捺
さ

れ
る
。

⑥

「日
尭
上
人
像
」
（本
法
寺
）

こ
の
作
品
は
京
都
に
お
い
て
描
か
れ
た
作
品
で
あ
る
。
日
尭
上
人
は
本
法
寺
第
八
世
、
元
亀
三
年
五
月
十
二
日
三
十
歳
の
若
さ
で
遷

化
さ
れ
た
。
こ
の
作
品
は
そ
の
元
亀
三
年
に
制
作
さ
れ
た
も
の
ら
し
く
、
そ
の
年
は
信
春
が
上
洛
し
た
と
考
え
ら
れ
る
年
で
も
あ
る
。

画
面
右
に

「遷
化
日
尭
聖
人
尊
霊
位
　
生
年
片
歳
」
ま
た
画
面
左
に

「千
時
元
亀
三
壬
申
暦
五
月
十
二
日
」
と
し
る
さ
れ
て
い
る
。

画
面
右
下
に

父
道
浄
六
十
五
歳

長
谷
川
帯
刀
信
春
三
十
四
歳
筆

（朱
文
袋
形

「信
春
」
印
）

と
落
款
が
あ
る
。

長
谷
川
信
春
に
つ
い
て
の
一
考
察
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な
ぜ
信
春
の
仏
画
作
品
に

「道
浄
」
の
名
が
し
る
さ
れ
た
の
か
。

⑥

「
日
尭
上
人
像
」
の
落
款
は
、
こ
の
作
品
が
描
か
れ
た
前
年
に
六
十
五
歳
で
亡
く
な

っ
た
養
父
道
浄
の
菩
提
を
弔
う
た
め
記
さ
れ

た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
そ
の
他
の
作
品
は
道
浄
が
存
命
中
に
も
そ
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る

（①
～
⑤
）
。

①

「
日
乗
上
人
像
」
の

「道
浄
子
息
」
の
文
字
は
、
寄
進
者
で
あ
る
日
敬
の
筆
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
日
敬
は
道
浄
と
何
ら
か

の
つ
な
が
り
が
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

⑤

「仏
涅
槃
図
」
に
は

「道
浄
」
の
文
字
が
記
さ
れ
ず
、
「宗
清
」
印
の
み
捺
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合

Ｊ
ホ
清
」
印
は
宗
清

（道
浄
）

自
身
の
手
に
よ

っ
て
捺
さ
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
宗
清
も
仏
縁
に
あ
ず
か
る
べ
く
、
自
身
の
手
に
よ

っ
て
捺
し
た
の
で
あ
ろ
う

か
。し

か
し
、
②

「日
蓮
聖
人
像
」
、
③

「釈
迦
多
宝
如
来
像
」
の

「道
浄
」
の
文
字
は
信
春
落
款
の
文
字
と
共
通
し
、
信
春
自
身
の
筆
に

よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
に
も

ご
不
清
」
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
「道
浄
」
の
文
字
を
信
春
が
し
る
し
た
の
で
あ
れ
ば
、

そ
の
傍
に
あ
る

「宗
清
」
印
も
信
春
の
手
に
よ
っ
て
捺
さ
れ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
と
す
る
と
⑤

「仏
涅
槃
図
」
の

ご
不
清
」

印
も
信
春
が
捺
し
た
可
能
性
が
高
く
な
る
と
思
わ
れ
る
。

信
春
は
、
ど
ん
な
思
い
を
も

っ
て
作
品
に
養
父
道
浄

（宗
清
）
の
名
を
し
る
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

『等
伯
画
節
』
に
は
等
春
と
等
伯

（信
春
）
、
そ
し
て
養
父
道
浄

（宗
清
）
の
関
係
を
次
の
よ
う
に
し
る
し
て
い
る
。
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文

清―副―道中い」也

等

　

伯

こ
の
系
図
か
ら
は
、
等
伯

（信
春
）
が
等
春
に
直
接
師
事
し
た
よ
う
に
見
え
る
。

し
か
し
、
等
伯

（信
春
）
は
本
法
寺
涅
槃
図
に
お
い
て

「白
雪
舟
五
代
」
を
自
称
し
て
、
雪
舟
の
系
譜
に
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
お

り
、
そ
れ
は
、
雪
舟
―
等
春
―
無
文
―
宗
清
―
等
伯

（信
春
）
と
い
う
系
譜
を
考
え
て
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
信
春

（等
伯
）

が
養
父
宗
清
に
絵
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
か
。
道
浄

（宗
清
）
に
絵
の
素
養
が
あ

っ
た
か
ら
こ
そ
、
信

春
の
絵
師
と
し
て
の
出
発
も
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
染
物
屋
で
あ

っ
た
養
父
道
浄
は
専
門
の
絵
師
で
あ

っ
た
か
ど
う
か
は
明
ら
か
で
は

な
い
が
、
少
な
く
と
も
絵
の
心
得
が
あ

っ
た
こ
と
は
疑
わ
れ
な
い
。
信
春
は
道
浄
か
ら
絵
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
、
絵
師
と
し
て
成
長
し

て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
道
浄
の
深
い
理
解
と
大
き
な
援
助
が
あ

っ
た
か
ら
こ
そ
、
信
春
は
北
陸
の
地
で
絵
師
と
し
て
活
動
で
き
た
。

そ
の
感
謝
の
思
い
が
作
品
中
に
父
の
名
を
し
る
す
と
い
う
行
為
に
な

っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
全
て
の
作
品
に

「道
浄
」

の
名
が
し
る
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
「道
浄
」
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
法
華
寺
院
の
仏
画
に
限
ら
れ
て
い
る
。

長
谷
川
家
は
代
々
法
華
の
信
者
で
あ
り
、
信
春
は
感
謝
の
心
を
こ
め
て
、
養
父
道
浄
が
仏
縁
に
あ
ず
か
る
よ
う
法
華
寺
院
の
仏
画
に

養
父

「道
浄
」
の
名
を
し
る
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

長
谷
川
信
春
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い
て
の
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四
、
信
春
の
北
陸
に
お
け
る
最
後
の
作
品

信
春
の
作
品
は
、
年
を
追
う
ご
と
に
そ
の
完
成
度
を
増
し
て
い
く
。
信
春
が
上
洛
す
る
前
に
描
い
た
北
陸
地
方
に
お
け
る
最
後
の
作
品

で
妙
伝
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
「鬼
子
母
神
十
羅
刹
女
像
」
（以
下
妙
伝
寺
本
と
呼
ぶ
）
は
、
初
期
の
作
品
に
比
べ
て
、
人
体
や
衣
の
自
然
な
表
現
、

そ
し
て
極
め
て
細
や
か
な
装
飾
が
な
さ
れ
、非
常
に
完
成
度
の
高
い
作
品
に
な

っ
て
い
る
。鬼
子
母
神
上
部
に
描
か
れ
る
三
光
天
子
は
、
「日

蓮
上
人
像
」
（実
相
寺
）
や
「釈
迦
多
宝
如
来
像
」
（大
法
寺
）
に
も
描
か
れ
る
が
、
ど
ち
ら
も
円
相
を
色
分
け
す
る
だ
け
で
あ
る
の
に
対
し
、

こ
の
作
品
で
は
、
円
相
内
に
そ
れ
ぞ
れ
、
日
天
子
、
月
天
子
、
明
星
天
子
が
描
か
れ
、
そ
の
細
か
な
描
写
が
目
を
引
く
。

信
春
が
描
い
た
法
華
寺
院
の
全
て
の
仏
画
に
は
七
字
題
目
が
書
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
作
品
に
だ
け
は
書
さ
れ
て
い
な
い
。
裏
面
に

は
、
天
明
八
年

（
一
七
八
八
）
の
修
理
銘
が
あ
り
、
こ
の
修
理
の
時
に
画
面
が
切
り
つ
め
ら
れ
、
何
ら
か
の
理
由
で
七
字
題
日
の
書
さ

れ
た
部
分
も
切
り
取
ら
れ
て
し
ま

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
作
品
は
鬼
子
母
神
を
中
心
に
、
そ
の
周
り
を
Ｕ
字
型
に
囲
む
十
羅
刹
女
が
下
か
ら
上
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
。

五
段
目

四
段
目

三
段
目

二
段
目

一
段
目

十
名
奪

一
切
衆
生

精
気

九
名
皐
諦

六
名
多
髪

四
名
花
歯

一
名
藍
婆

左

側

八
名
持
瑶
略

七
名
無
厭
足

三
名
曲
歯

五
名
黒
歯

二
名
毘
藍
婆

右

側
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本
来
な
ら
右
側
三
段
目
の
三
名
曲
歯
は
二
段
目
に
描
か
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
配
置
に
さ
れ
の
か
。
造
形
的
理
由
に

よ
り
信
春
が
意
識
的
に
行

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

信
春
は
も
う

一
点

「鬼
子
母
神
十
羅
刹
女
像
」
を
描
い
て
い
る
。
そ
れ
が
永
録
七
年

（
一
五
六
四
）
に
描
か
れ
た
大
法
寺
に
所
蔵
さ

れ
る
作
品
で
あ
る

（以
下
大
法
寺
本
と
呼
ぶ
）
。
大
法
寺
本
は
妙
伝
寺
本
の
七
年
後
に
描
か
れ
た
作
品
で
あ
る
が
、
そ
の
画
面
構
成
は
大

き
く
異
な
る
。
そ
の
理
由
に
信
仰
上
の
機
能
的
意
味
の
違
い
が
指
摘
さ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
大
法
寺
本
は
同
じ
く
大
法
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
信
春
が
描
い
た
仏
画
三
幅

「日
蓮
聖
人
像
」
、
「釈
迦
多
宝
如
来
像
」
、
ど
一

十
番
神
像
」
、
そ
れ
に
金
泥
に
よ
り
し
る
さ
れ
た

「七
字
題
目
」
の

一
幅
を
加
え
、
あ
わ
せ
て
五
幅
で

一
揃
い
と
な
る
作
品
で
あ
り
、
絵

曼
陀
羅
の
世
界
を
あ
ら
わ
す
と
い
わ
れ
る
「
こ
れ
に
対
し
、
妙
伝
寺
本
は
あ
く
ま
で
鬼
子
母
神
が
中
心
の
仏
画
で
あ
り
、
子
供
の
産
育

信
仰
と
い
う
性
格
を
基
本
的
に
持

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

は
た
し
て
信
春
は
、
信
仰
上
の
機
能
的
意
味
ま
で
理
解
し
て
仏
画
を
描
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
妙
伝
寺
本
の
左
下
隅
に
は
合
掌
す
る
女

性
信
者
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
作
品
を
描
く
三
年
前

（永
録
十

一
年
）
に
、
信
春
に
は
長
男
久
蔵
が
生
ま
れ
て
い
る
。

信
春
も
ま
た
父
と
な
り
、
安
産
や
子
育
て
の
た
め
に
祈
る
母
親
た
ち
の
姿
を
間
近
に
見
て
感
じ
と
り
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
持

っ
て
こ
の

作
品
を
描
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
作
品
が
描
か
れ
た
元
亀
二
年

（
一
五
七

一
）
信
春
は
相
次
い
で
養
父
母
を
亡
く
し
て
い
る
。

お
わ
り
に

仏
画
と
い
う
形
の
決
ま

っ
た
絵
画
か
ら
、
信
春
の
信
仰
が
作
品
に
ど
の
様
な
影
響
を
与
え
た
か
を
知
る
こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
、

長
谷
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彼
が
描
い
た
法
華
寺
院
の
仏
画
に
の
み
養
父
の
名
が
信
春
自
身
の
筆
で
し
る
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
信
春
の
孝
養
心
と
信
仰
心
の
現
わ

れ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
養
父

へ
の
感
謝
の
想
い
が
、
彼
の
信
仰
を
よ
り
深
め
て
い
っ
た
こ
と
を
し
め
し
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
そ
う
し
た
信
仰
の
深
ま
り
が
、
信
春
の
仏
画
制
作
に
も
影
響
を
与
え
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

信
春
が
内
面
に
ど
の
よ
う
な
信
仰
を
も

つ
て
い
た
か
を
知
る
資
料
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
が
、
彼
の
信
仰
の

一
端
を
見
る
こ
と
が
出

来
る
よ
う
に
思
う
の
で
あ
る
。
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註

０

「信
春
」
は
号
と
解
す
れ
ば

「し
ん
し
ゅ
ん
」
と
読
ま
れ
る
が
、
名
と
解
す
れ
ば

「
の
ぶ
は
る
」
と
読
む
こ
と
に
な
る
。
『等
伯
画
説
』

に
記
す
こ
と
が
正
し
く
、
等
春
に
絵
を
学
ん
で
い
れ
ば
、
「等
春
」
の

「春
」
と
同
じ
く
、
「信
春
」
は

「し
ん
し
ゆ
ん
」
と
読
む
こ

と
と
な
る
。
し
か
し
、
等
伯
が
等
春
に
直
接
絵
を
な
ら

つ
た
こ
と
に
年
齢
的
に
み
て
疑
問
も
あ
り
、
ま
た
、
信
春
印
の

「信
」
の
字

の
特
徴
が
、
そ
の
当
時
最
大
の
狩
野
派
を
確
立
し
た
狩
野
元
信

（
一
四
七
六
～

一
五
五
九
）
の
印
の

「信
」
の
字
の
特
徴
と

一
致
す

る
こ
と
か
ら

「
の
ぶ
は
る
」
と
い
う
名
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
ま
た
、
等
春
印
と
信
春
印
の

「春
」
の
字
形
が

一
致
す

る
こ
と
か
ら
、
「等
春
」
印
と

「信
春
」
印
と
は
密
接
な
関
係
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
「し
ん
し
ゅ
ん
」
と
読
む
可
能
性
も
捨
て

切
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
「し
ん
し
ゆ
ん
」
と
読
む
の
か

「
の
ぶ
は
る
」
と
読
む
の
か
、
ど
ち
ら
と
も
断
定
は
で
き
な
い
状
態
で
あ
る

（松
原
茂

「印
影
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
む
―
長
谷
川
等
伯
の
場
合
」
『長
谷
川
等
伯
　
国
宝
　
松
林
図
屏
風
』
図
録
　
出
光
美
術

館
）
。

②
　
土
居
次
義

『長
谷
川
等
伯
』
至
文
堂

。
一
九
七
三

０
　
本
法
寺
第
十
世
日
通
著
。
等
伯
が
折
に
触
れ
て
語

っ
た
絵
画
に
関
す
る
事
柄
を
書
き
と
ど
め
た
も
の
。

④

『等
伯
画
説
』
六

働

『等
伯
画
説
』

一
一

０
　
橋
本
綾
子

「等
伯
の
信
仰
と
日
通
上
人
像
」
『国
華
』
九
〇

一
号

０
　
土
居
次
義
氏
は
朱
文
矩
形

「信
春
」
印
を
袋
形
印
に
先
行
す
る
も
の
と
考
え

「日
乗
上
人
像
」
を
二
十
六
歳
以
前
の
作
品
と
推
測

さ
れ
た
が
、
こ
の
印
の
使
用
を
天
正
七
年
以
降
と
す
る
説
も
あ
る
。

長
谷
川
信
春
に
つ
い
て
の
一
考
察
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８
　
妙
伝
寺
第
三
世
日
敬
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る

（
「坂
輪
宣
教

「長
谷
川
等
伯
を
め
ぐ
る
二
、
三
の
問
題
―
日
蓮
宗
関
係
の
画
像

を
中
心
と
し
て
」
「
ユ
正
大
学
大
学
院
紀
要
』
第
十
三
号
）
。

０

『等
伯
画
説
』
六

⑩

「本
法
寺

「仏
涅
槃
図
」
画
面
右
下
方
に

願
主
　
自
雪
舟
五
代
長
谷
川
藤
原
等
伯
六
十

一
才
謹
書

と
あ
る
。

ｍ

「鬼
子
母
神
十
羅
刹
女
像
」
一暴
面
に
次
の
修
理
銘
が
あ
る
。

二
十
二
世
日
瓢
代表

具
之

中
縁
り
施
主岸

屋
加
七

天
明
八
申
五
月
吉
日

υ
　
松
嶋
雅
人

「新
出
　
一九
亀
２
年
銘
の
長
谷
川
信
春
筆
　
鬼
子
母
神
十
羅
刹
女
像
」
　

『〓
●
①
●
ヨ
』
五
八

一
号
東
京
国
立
博
物
館

。

二
〇
〇
二

側

『富
山
県
史
　
通
史
Ⅱ
　
中
世
』
富
山
県

。
一
九
八
四

〈キ
ー
ワ
ー
ド
〉
長
谷
川
信
春
、
長
谷
川
等
伯
、
仏
画
、
鬼
子
母
神
十
羅
刹
女
像
、
桃
山
時
代
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学
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史
Ⅱ
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世
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八
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